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ight に o .lNH2 S04容液 3 meを加え VirTìs Homogenizer にて homogenize したのち、おのおの 3 me を
とり、 800C で 1 時間加水分解する。水冷後O.lN Na OH で pH4.6 に調整し、さらに0.01M acetate 
buffer , pH4.6 , 30meを添加する。ついでこれを遠沈し、得られた上清を Svennerholm法に従って調
整七た resin column (Dowex 2 x8 , 200~400mesh，径 1 cm，高さ 17cm) を通し、十分量のO~O1M 
acetate buffer , pH4.6で column を洗浄の後、 1 M acetate buffer で溶出し、 15meの溶出液を採取




かくして得られた腫場部、隣接部および正常粘膜組織中のシアル酸量をそれぞれA 、 B 、 M とする。
一方腫療部および隣接部の材料から作製した H.E. 染色組織標本の顕微鏡写真について、その癌組
織を癌実質部と間質部に区分し、それを切り抜いて、それぞれの部分の重量を計測して、腫虜部およ
び隣接部それぞれの中で癌実質部の占める比率を得る。それをおのおの a% 、 b% とすると間質を除
いた癌組織100mg中のシアル酸量Cμmole は次のような計算式によって求められる。





pH ならびにイオン強度を最適に保って、シアル酸の回収率の安定を期するために、 0.01M acetate 
buffer , pH 4.6 を、イオン交換樹脂の調製、加水分解後の組織homogenate の稀釈、さらにシアル酸
を吸着させたあとの column の洗浄に使用して、 100% に近い回収率を得ることができた。
B 材料凍結保存の影響に関する検討
屠殺後採取したドンリュウラット肝 3 グラムを 2 等分し、一部はただちにシアル酸の定量を行ない





各材料の正常粘膜組織中のシアル酸量はそのほとんどが、 0.1~0 .2μmole/100mg wet weightの範
囲にあって、比較的ぱらつきが少ないのに反し、癌組織中のシアル酸量は各材料によって非常に値が
異なる。そして大部分の例において癌組織中のシアル酸量の値の方が高く、多いものでは約 3 倍に達


























方腫壌の大きさ、 Borrmann型分類、 Stage 別分類、およびリンパ節転移の程度と、シアル酸量との時
には相関関係を見出し得ていない。
本研究は、人癌の転移性を解明していくにあたって、まことに興味ぷかい結果を提供したものと考
える。
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